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（1）　霊長類
＊　 霊長類は、ヒトや

6
（（　　　　　　　　　　　　　　））  を含む

7
（（　　　　　　　　　　　　　　　　））  と、おもに夜行性である  

8
（（　　　　　　　　　　　　　　　　））  からなる。

＊　 類人猿…テナガザル、
9
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  、ゴリラ、オランウータンなどからなる。

＊　 現生の霊長類の多くは森林の樹上を中心とする環境に適応している。

（2）　霊長類の視野
霊長類は両眼が顔の前面に並んでついている。
　　⬇
左右の視野が重なる部分が多く、

10
（（　　　　　　　　　　　　　　））  ができる範囲が広い。

＊　多くの哺乳類の両眼は、顔の側方に位置しているため、立体視ができる範囲が狭い。

（3）　霊長類の手
①　霊長類は手足に各５本の指がある。
②　霊長類の爪はかぎ爪ではなく、扁平な

11
（（　　　　　　　　））  である。

③　
12
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  をもつ。

　　親指（拇指）が比較的小さく、ほかの４本指と離れて向かい合うように
なっていること。
＊　拇指対向性の構造は枝などをしっかりと握るうえで有利な特徴である。
霊長類は、両眼が顔の前面に並んでいるため、立体視できる範囲が広い。
　　⬇
13
（（　　　　　　　　　　　　　　　　））  においては有利な形質である。
　　⬇
霊長類の祖先は樹上生活をする動物として進化してきたと考えられる。

霊長類の特徴（教 p.58） ……………………………………………………………………………………………………………………AA

　ヒトの分類…
1
（（　　　　　　　　　　　　））  ＞

2
（（　　　　　　　　　　　　））  ＞

3
（（　　　　　　　　　　　　））  ＞

4
（（　　　　　　　　　　　　））  

脊椎動物…　体の中心に
5
（（　　　　　　　　　　　　））  をもつ。

哺乳類…　親が子を妊娠・出産して授乳する。
霊長類…　サルのなかま。

ヒトと、そのほかの霊長類とで異なる点は何だろうか。

＊　ヒトは
14
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  に適した体の構造をもっている。

①　大後頭孔の位置…　頭部の
15
（（　　　　　　　　　　　　））  にある。

②　脊柱の形…　Ｓ字状に
16
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  。

③　脳容積…　ゴリラに比べて、はるかに
17
（（　　　　　　　　　　　　　　））  。

④　前後の肢の長さ…　ゴリラよりも前肢が
18
（（　　　　　　　　　　　　））  、後肢が

19
（（　　　　　　　　　　　　））  。

⑤　骨盤…　左右に
20
（（　　　　　　　　　　　　））  、上下に

21
（（　　　　　　　　　　　　））  構造をしている。

⑥　足の構造…　歩行に伴う衝撃を和らげるため、土踏まずと呼ばれるアーチ状の構造がある。
＊　類人猿とヒトの違いの多くは、直立二足歩行をすることに起因するといえる。

類人猿とヒトの違い（教 p.60 ） ………………………………………………………………………………………………………BB

1編 生物の進化 ／ 3 章 生物の系統と進化  教科書 p.58～60

霊長類のなかのヒト霊長類のなかのヒト

ヒトがそのほかの霊長類と異なる点は、直立二足歩行を行うことである。

理解度チェック
200 40 60 80 100

解答した日

要 点 整 理 1
編

11

霊長類の特徴は、「両眼が
顔の前面に並んでいる」
「拇指対向性がある」と覚
えておこう。どちらも樹
上生活に有利な特徴だね。

ニホンザルの足は手のような形をしていま
すが、ゴリラの足は少し形が違いますね。
物をつかむのは、ニホンザルの足のほうが
得意そうですが、大きな体を支えるには、
ゴリラの足のほうが安定しそうです。

霊長類の手には拇指対向性が見られる
ね。ただ、足（後肢）についてはどう
かな？
例えば、ニホンザルの足とゴリラの足
で考えてみよう。

立体視の範囲の
拡大、平爪の獲得

拇指対向性の発達
ヒト・
類人猿

ヒト・
類人猿
以外

直鼻猿類

曲鼻猿類

食虫類 手

手

手

手

足

足

足

足

ツパイ

ニホンザル

ゴリラ

キツネザル

霊長類

骨盤
こつばん

足

脊柱
せきちゅう

大後
頭孔

骨盤

足

ゴリラ ヒト

脊柱

大後頭孔
だいこうとうこう

（➡p.61）

脳容積：
約 500 cm3

脳容積：
約 1500 cm3

縦長

横広

骨盤

骨盤

ゴリラ

ヒト
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1
（（　　　　　　　　　　　　））  …　自身は変化せず、化学反応を促進するはたらきをもつ物質。
2
（（　　　　　　　　　　　　））  …　 体内ではたらく、おもにタンパク質でできた触媒。  

例：アミラーゼ、ペプシン、リパーゼなど
＊　それぞれの酵素によってはたらきや分泌・作用する場所が異なっている。
3
（（　　　　　　　　　　　　））  …　酵素がはたらきかける物質。
4
（（　　　　　　　　　　　　　　））  …　基質が変化した物質。

酵素とは、どのような特徴をもつ物質だろうか。

2 編 生命現象と物質 ／ 1章 細胞と物質  教科書 p.85～91

酵素としてはたらくタンパク質酵素としてはたらくタンパク質

5
（（　　　　　　　　　　　　） ） …　反応の途中にある反応中間体のもつエネルギーと、基質のもつエ
ネルギーとの差。
＊　 化学反応の起こりやすさは、活性化エネルギーの差によって決まるので、活性化エネルギーが小
さいほど反応が速やかに進行する。

＊　 酵素は、活性化エネルギーを下げることによって、通常の状態では反応しない、もしくは反応が
非常に遅い化学反応の進行を促進する。

活性化エネルギーと酵素（教 p.85） …………………………………………………………………………………………………AA

（1）　酵素による化学反応
① 　酵素の

6
（（　　　　　　　　） ） に基質が結合して、

7
（（　　　　　　　　　　　　） ） を形成。

② 　活性部位に結合した基質は、酵素の触媒反応によって生成物に変化して、酵素から離れる。
③ 　酵素は反応が終わると、もとの状態に戻る。
④ 　再び同じ反応を繰り返す。

（2）　基質特異性
8
（（　　　　　　　　　） ） …　特定の物質のみに酵素がはたらきかける性質。
　＊　酵素の基質特異性は、それぞれの酵素がもつ固有の立体構造によって生じる。
酵素は、活性部位にぴったりとはまる基質としか酵素―基質複合体をつくれない。
9
（（　　　　　　　　　） ） …　酵素が、ある化学反応だけを進めるはたらきをもつという性質。

＊　 酵素の反応速度は、酵素濃度と基質濃度の関係によっ
て変化する。

＊　基質濃度と反応速度の関係
基質濃度が上がるにつれ、反応速度も大きくなるが、やがて
一定になる。
　　⬇
すべての酵素が基質と結合しているため。

（1）　最適温度
その酵素の反応速度が最大となる温度。多くの酵素は 35～ 40℃が最適温度である。
＊　酵素の最適温度はふつう、生物の体温や生息する環境の温度に近い。
＊　 衣類用の洗剤には、一般的な酵素よりも温度の低い条件下でも反応速度が低下しない酵素が含ま
れている。　例：低温プロテアーゼ（タンパク質の分解酵素）など

10 
（（　　　　　　　　　　））  酵素が活性を失うこと。
＊　 酵素はタンパク質でできているため、最適温度より高温になると酵素の立体構造が変化し、活性
部位も変形する。最適温度より高温になると反応速度は下がる。さらに高温にすると、酵素は完
全に変性し、失活する。

活性部位と基質特異性（教 p.86） ……………………………………………………………………………………………………BB

酵素の反応速度（教 p.86） ……………………………………………………………………………………………………………CC

酵素の活性と変性教（教 p.87） …………………………………………………………………………………………………………DD

理解度チェック
200 40 60 80 100

解答した日

16

2
編

要 点 整 理

そうだね。酵素は化学反応を進
みやすくするだけだから、酵素
がない場合も酵素がある場合も、
反応生成物に違いはないんだね。
これも大切なポイントだよ。

酵素のはたらきによって、活性化エネルギーが
下がることで、化学反応が進みやすくなるん
だったね。上のグラフで見ると、活性化エネル
ギーの山の高さが、酵素によって低くなると考
えるとわかりやすいね。

+ +

+ +

酵素がない場合 酵素がある場合活性化エネルギーが
高く反応が進まない。

反応前
の物質

反応生成物

酵素がないと
きの活性化エ
ネルギー

酵素があると
きの活性化エ
ネルギー

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

活性化エネルギーが
小さくなり反応が速
く進む。

基質濃度

反
応
速
度

基質と結合していない
酵素がある。

基質

酵素
すべての酵素が基質と
結合している。

基質

酵素

生成物

活性部位

酵素は基質 A、B
と結合する。

酵素ー基質複合体 反応の結果、基質は生
成物CとDに変化し、
酵素から離れる。

C
A

B
D
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酵素としてはたらくタンパク質酵素としてはたらくタンパク質

（2）　最適 pH

酵素の活性が最も高くなる pH。
＊　最適 pHは酵素によって異なる。ふつう酵素がはたらく環境と関係する。
＊　酵素の最適 pH

だ液中の
11 
（（　　　　　　　　　　））  …　約 pH7

胃液中の
12 
（（　　　　　　　　　　　　））  …　約 pH2

すい液中の
13 
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  …　約 pH8

14 
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  …　基質と似た構造をもつ物質による阻害。
＊　 基質と似た構造をもつ物質は酵素の活性部位を基質と奪い合うように結合し、基質と酵素の結合を
阻害する。

15 
（（　　　　　　　　　　　　　　　　））  …　 酵素反応を阻害する物質が活性部位とは異なる場所に結合し、阻害作用を引

き起こすこと。  

例：アロステリック酵素における阻害

酵素反応の阻害（教 p.89） ………………………………………………………………………………………………………………EE

酵素には、特定の基質のみにはたらきかける基質特異性がみられる。また、酵素に
は最適温度や最適 pHがあり、高温や極端な pHなどの条件下では、酵素が変性し
て活性を失ってしまう。

（1）　補酵素と金属
16 
（（　　　　　　　　　　　　　　））  …　酵素反応に必要な低分子の有機物。
＊　補酵素を必要とする脱水素酵素
　呼吸にかかわる脱水素酵素の補酵素と成分
　　・NAD＋（ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド）…ビタミン類（ニコチン酸）
　　・FAD（フラビンアデニンジヌクレオチド）…ビタミン B2

　光合成にかかわる脱水素酵素の補酵素と成分
　　・NADP＋（ニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸）…ビタミン類（ニコチン酸）
　　＊　無機物の鉄やマグネシウム、銅、亜鉛などの金属を、補酵素として反応に使うものがある。

◆　フィードバック調節
17 
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  …　 細胞内で、複数の化学反応がはたらいてある生成物がつくられると

き、生成物によって、それにいたる酵素の活性を調節するしくみ。

◆　アロステリック酵素によるフィードバック調節
18 
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  …　 基質ではない物質が結合することで、活性が変化する酵素。  

例：ホスホフルクトキナーゼなど
19 
（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））  …　酵素の活性部位とは異なる部位。

　＊　 いくつかの酵素は一連の反応の終盤にできる物質によってフィードバック調節を受け、代謝の全
体が調節されている。

補酵素と金属（教 p.90） ……………………………………………………………………………………………………………………FF

酵素反応の調節（教 p.91） ……………………………………………………………………………………………………………GG

16 要 点 整 理 要 点 整 理

反
応
速
度

温度〔℃〕
40

最適温度

酵素による
触媒反応

酵素によらない
触媒反応

反
応
速
度

0
pH

102 4 6 7 8

ペプシン（胃液）

アミラーゼ
（だ液）

トリプシン
（すい液）

基質 阻害物質

酵素 酵素ー阻害物質複合体

結合
できない

基質阻害物質

酵素

活性部位 活性部位

結合
できない

非競争的阻害競争的阻害

フィードバック

最終生成物
物質A 物質B

酵素a 酵素b 酵素c

物質C 物質D

基質 A

活性部位

結合できない。

変形

アロステリック酵素

阻害物質

基質 A

アロステリック部位
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⑴⒜ 	

　⒝ 	

　⒞ 	

　⒟ 	

2121

⑵Ａ 	

　Ｂ 	

　Ｃ 	
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2020 ATPと ADPの構造（教 p.99）

下図は，ATPと ADP の構造を示したものである。図の（a）～（d）に最も適
する語句をそれぞれ答えよ。

ミトコンドリアの構造と呼吸の反応経路（教 p.101）

図１は，ミトコンドリアの構造を
模式的に示したものである。図２
は，呼吸の反応経路を示したもの
である。これについて，次の問い
に答えよ。
⑴�　図１の（a）～（d）に最も適する
部位の名称をそれぞれ答えよ。

⑵�　図２のＡ～Ｃに最も適する反応の名称をそれぞれ答えよ。
⑶�　図２のＡの反応が行われる細胞内の場所を，次の①～④から選べ。
　①�ゴルジ体　　　②リボソーム　　　③リソソーム　　　④細胞質基質
⑷�　図２のＢ，Ｃの反応が行われる場所を，図１の（a）～（c）からそれぞれ選
べ。
⑸�　図２の（e）～（g）に最も適する物質名をそれぞれ答えよ。
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クエン酸回路（教 p.103）

下図の（a）～（f）に最も適する物質名を，以下の①～⑥からそれぞれ選べ。

①クエン酸　　　②アセチルCoA（活性酢酸）　　　③コハク酸
④フマル酸　　　⑤α - ケトグルタル酸　　　　　　⑥オキサロ酢酸

電子伝達系（教 p.105）

右図のＡ～Ｄ

の膜タンパク
質が H＋を輸
送する方向を，
①→②のよう
にそれぞれ答
えよ。

コハク酸脱水素酵素の実験（教 p.104）

次の文のａ～ｄに最も適する語句を答えよ。
　右図のツンベルク管の主室に酵母液，副室にコハ
ク酸ナトリウム水溶液とメチレンブルーを数滴入れ，
アスピレーターを用いて脱気した。メチレンブルー
は（　a　）されると，青色から無色に変化する。次に，
ツンベルク管を傾けて副室内の液を主室に入れた後，
攪拌すると，（　b　）酵素のはたらきにより，基質で
あるコハク酸ナトリウムが（　c　) される。それにより補酵素 FADが還元
されてFADH2 となり，FADH2 がメチレンブルーを（　a　）することで，主
室の青色が退色する。副室を外し，外気を主室に入れて溶液を攪拌すると，
メチレンブルーは（　d　）色となる。
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